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背景星のスペクトル上に検出される、星間ガスによる幅の太い吸収線である diffuse interstellar band (DIB)は、
星間有機分子による電子遷移と考えられているが、そのキャリアは未だに同定されていない。DIBは主に可視光
域でのみ観測されてきたが、近年の近赤外高分散分光器の発達によって λ > 1µmのDIBの観測が可能になって
きた。近赤外 DIBは、フラーレンや PAHなどの巨大有機分子のイオンによる吸収線であると期待されており、
その性質が注目されてきている。
われわれは、神山天文台の荒木 1.3m望遠鏡に搭載されている近赤外高分散分光器「WINERED」を用いて、

100天体以上のスペクトル取得を目標とする大規模な近赤外 DIBサーベイを推進している。WINEREDの高い
波長分解能 (R= 28, 300)と感度を活かす事で、DIBの包括的な探査が近赤外域では初めて可能となった。初期観
測の結果、WINEREDのカバーする 0.9− 1.35µmの波長範囲において、過去検出されていた 4本のDIBに加え
て新たに 16本の近赤外DIBを検出する事に成功した (Hamano et al. 2014, accepted)。また、高精度なDIBス
ペクトルから、その性質を詳細に調べる事も可能となった。本年会では、新たに検出された近赤外DIBを報告す
るとともに、その基本的性質を可視光域の主要なDIBとの比較から議論する。また、そこから示唆されるキャリ
ア分子の性質についても議論する。


